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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上下枠及び左右縦枠からなる上窓サッシと、上下枠及び左右縦枠からなる下窓サッシと
を連結して形成される段窓サッシ用の単窓サッシであって、
　前記上枠の上方には、中空部と、この中空部の上面外周でかつ室内外方向の間に形成さ
れ前記上枠長手方向に凹条に延びる前記凹部と、この凹部に隣接して躯体に上枠を取付け
るための取付け片と、を備え、
　前記下枠の下方には、中空部と、この中空部の下面外周でかつ室内外方向の間に形成さ
れ前記下枠長手方向に凹条に延びる前記凹部と、この凹部に隣接して躯体に下枠を取付け
るための取付け片と、を備え
　前記上枠取付け片は前記凹部内の室外側若しくは室内側の一方の側面側から延在し、前
記下枠取付け片は前記凹部内の室外側若しくは室内側の他方の側面側から延在し、
　前記上窓サッシと前記下窓サッシとを連結する際に、前記下窓サッシの前記上枠取付け
片を前記上窓サッシの前記下枠凹部内に挿入するとともに、前記上窓サッシの前記下枠取
付け片を前記下窓サッシの前記上枠凹部内に挿入し、
　これら上枠及び下枠取付け片を相互に当接するとともに、該下枠取付け片が前記上枠凹
部の底面に当接し、かつ、その状態で前記上窓サッシと前記下窓サッシとが同一面上に配
設され
　前記上枠取り付け片と下枠取付け片の相互当接部分の連結により前記上枠と前記下枠と
が連結され、前記上枠と前記下枠との隙間に弾性を有する無目を嵌合させることにより段
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窓サッシが形成される構成とした、こと特徴とする段窓サッシ用の単窓サッシ。
【請求項２】
　前記上下枠及び左右縦枠の内周面に、ガラスを装着するためのガラス溝が形成された、
請求項１記載の段窓サッシ用の単窓サッシ。
【請求項３】
　前記上下枠及び左右縦枠の内周面に、外倒し障子を装着した、請求項１記載の段窓サッ
シ用の単窓サッシ。
【請求項４】
　請求項１乃至３の段窓サッシ用の単窓サッシを少なくとも２以上連結して形成した、段
窓サッシ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、単窓サッシ及びこれを連結した段窓サッシに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　建物の開口部に取り付ける窓として、単窓を左右に連結して取付ける連窓と、単窓を上
下に連結して取り付ける連段窓（段窓）が知られている。
　このうち単窓サッシを上下に組み合わせて形成される段窓サッシは、従来より、上窓サ
ッシの下枠と下窓サッシの上枠との間に専用の段窓無目を挿入し、この段窓無目を上窓サ
ッシの下枠と下窓サッシの上枠とに係合させるとともに、ビス止めすることによって、上
窓サッシと下窓サッシとを連結し形成していた。（例えば、特許文献１参照）がある。
【特許文献１】特開平１１－１９０１６９号公報（５頁、図２）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、無目を介して上窓サッシと下窓サッシとを連結して、段窓サッシを形成
する構造を採用しているので、専用の段窓無目を上下枠とは別部材として製作する必要が
あり、部点数が増え、製造コストをアップさせていた。
　また、上記構造を有するので、段窓無目の部材にはそれなりの強度が要求されるため、
段窓無目の部材断面の大きさは上下枠と略同じぐらいの大きさを有し、見付が大きくなり
がちで、内外観デザインの観点から、好ましいものではなかった。
　さらに、上窓枠の下枠と下窓枠の上枠とを段窓無目に連結するために、それぞれビス止
めしなければならなかったため、作業効率も悪かった。
　そこで、本発明の主たる課題は、上窓サッシと下窓サッシとを連結するための段窓無目
を使用せず、施工性に優れるとともに、部材の共通化をはかり製造コストを抑えた段窓を
形成しうる単窓サッシ及びこれを用いた段窓サッシを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上記課題を解決した本発明は、次のとおりである。
　＜請求項１記載の発明＞
　上下枠及び左右縦枠からなる上窓サッシと、上下枠及び左右縦枠からなる下窓サッシと
を連結して形成される段窓サッシ用の単窓サッシであって、
　前記上枠の上方には、中空部と、この中空部の上面外周でかつ室内外方向の間に形成さ
れ前記上枠長手方向に凹条に延びる前記凹部と、この凹部に隣接して躯体に上枠を取付け
るための取付け片と、を備え、
　前記下枠の下方には、中空部と、この中空部の下面外周でかつ室内外方向の間に形成さ
れ前記下枠長手方向に凹条に延びる前記凹部と、この凹部に隣接して躯体に下枠を取付け
るための取付け片と、を備え
　前記上枠取付け片は前記凹部内の室外側若しくは室内側の一方の側面側から延在し、前
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記下枠取付け片は前記凹部内の室外側若しくは室内側の他方の側面側から延在し、
　前記上窓サッシと前記下窓サッシとを連結する際に、前記下窓サッシの前記上枠取付け
片を前記上窓サッシの前記下枠凹部内に挿入するとともに、前記上窓サッシの前記下枠取
付け片を前記下窓サッシの前記上枠凹部内に挿入し、
　これら上枠及び下枠取付け片を相互に当接するとともに、該下枠取付け片が前記上枠凹
部の底面に当接し、かつ、その状態で前記上窓サッシと前記下窓サッシとが同一面上に配
設され
　前記上枠取り付け片と下枠取付け片の相互当接部分の連結により前記上枠と前記下枠と
が連結され、前記上枠と前記下枠との隙間に弾性を有する無目を嵌合させることにより段
窓サッシが形成される構成とした、こと特徴とする段窓サッシ用の単窓サッシ。
【０００５】
　（作用効果）
　本発明に係る単窓サッシには、上枠の上方には躯体に上枠を取付けるための取付け片と
、下枠の下方には、上枠と同様に、躯体に下枠を取付けるための取付け片と、を備えてい
るので、単窓サッシとして機能するのは無論のこと、先の上枠取り付け片と下枠取付け片
とにそれぞれ隣接して凹部が形成されているので、上窓サッシと下窓サッシとを連結する
際に、下窓サッシの上枠取付け片を上窓サッシの下枠凹部内に挿入するとともに、上窓サ
ッシの下枠取り付け片を下窓サッシの前記上枠凹部内に挿入できるため、上枠と下枠との
隙間を狭くすることができ、この隙間に嵌合させる無目の見付を小さくすることができる
。
　また、上窓サッシと下窓サッシとの連結は、上枠及び下枠取付け片とをそれぞれビス止
め等すればよいので、上窓サッシと下窓サッシとを連結するための専用の段窓無目は不要
であり、部点数を抑えることができるとともに、施工が容易となる。
　さらに、本発明に係る無目は弾性を有しているので、上窓サッシと下窓サッシとを連結
した後、上窓サッシの下枠と下窓サッシの上枠との隙間に嵌合させればよく、無目の取り
付けは容易である。
　また、下窓サッシの上枠取付け片は凹部内の室外側若しくは室内側の一方の側面側から
延在し、上窓サッシの下枠取付け片は前記凹部内の室外側若しくは室内側の他方の側面側
から延在し、上窓サッシと下窓サッシとを連結する際に、これら上枠及び下枠取り付け片
が相互に当接する構成なので、上窓サッシと下窓サッシとをズレることなく同一面上に配
設することができる。また、上窓サッシと下窓サッシとの連結は、上枠及び下枠取付け片
とを貫通してビス止め等すればよいので、上窓枠の下枠と下窓枠の上枠とを段窓無目に連
結する従来例に比して、ビス止め作業が容易である。
　さらに、上窓サッシの下枠取付け片が下窓サッシの上枠凹部の底面に当接する構成なの
で、上窓サッシの荷重を下窓サッシに伝えることができ、下窓サッシを先に躯体に取付け
た後に上窓サッシを取付ける場合で、上枠及び下枠取り付け片をビス止め等する際の、作
業者が上窓サッシを支える負担を軽減させることができる。
【０００６】
　＜請求項２記載の発明＞
　　前記上下枠及び左右縦枠の内周面に、ガラスを装着するためのガラス溝が形成された
、請求項１記載の段窓サッシ用の単窓サッシ。
【０００７】
　（作用効果）
　ガラス溝が形成されているので、単窓サッシを嵌め殺しサッシとして、利用することが
できる。
【０００８】
　＜請求項３記載の発明＞
　前記上下枠及び左右縦枠の内周面に、外倒し障子を装着した、請求項１記載の段窓サッ
シ用の単窓サッシ。
【０００９】
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　（作用効果）
　外倒し障子用の単窓サッシとして利用できる。
【００１０】
　＜請求項４記載の発明＞
　請求項１乃至３の段窓サッシ用の単窓サッシを少なくとも２以上連結して形成した、段
窓サッシ。
【００１１】
　（作用効果）
　請求項１乃至４の段窓サッシ用の単窓サッシを少なくとも２以上連結して組み合わせる
ことにより、様々な態様の段窓サッシを容易に形成することができるとともに、部材の共
通化を図っていることにより、製造コストを抑えることが可能である。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、段窓を形成しうる単窓サッシ及びこれを用いた段窓サッシにおいて、
上窓サッシと下窓サッシとを連結するための段窓無目を使用せず、施工性に優れるととも
に、部材の共通化をはかり製造コストを抑えることができる等の利点がもたらされる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、本発明の実施の形態を説明する。
　＜単窓サッシにおける上下枠及び左右縦枠＞
　本発明に係る単窓サッシについて、主に、図１乃至６、図１３に基づき説明する。なお
、図１は単窓サッシの縦断面図、図２は単窓サッシの横断面図、図３はサッシの枠組みを
躯体に取付けた状態を示す、室外側正面図、図４は上窓サッシの下枠と下窓サッシの上枠
とを連結した状態を示す部分縦断面図、図５は単窓サッシを躯体に取付け、外装材を取付
けた状態を示す、縦断面図、図６は単窓サッシを躯体に取り付け、外装材を取付けた状態
を示す、左縦枠部分横断面図である。図１３は上枠と左縦枠のコーナー部の枠組みを説明
するための室外側部分正面図である。
【００１４】
　本発明に係る単窓サッシは、上下枠１，２と左右縦枠３，４とをビス５により固定し枠
組みした、建物開口用半外付けサッシである。そして、上下枠１，２と左右縦枠３，４の
内周面には、ガラス５０が装着され、嵌め殺しサッシを形成している。
　まず、上枠１は、中空部１Ｊを取り囲むように、室内側内周面１Ａと、室外側内周面１
Ｂと、室外面１Ｃと、室外側外周面１Ｄと、室内側外周面１Ｅと、室内面１Ｆと、凹部１
Ｇと、取付け片１Ｈと、連架部６と、室外側押縁片１Ｋと、を備えており、さらに室内側
押縁部材８は着脱自在になっている。
【００１５】
　具体的には、単窓サッシの内周面を形成するのが室内側内周面１Ａと室外側内周面１Ｂ
であり、このうち室外側内周面１Ｂにはガラス５０を押さえるための室外側押縁片１Ｋが
立設されており、該室外側押縁片１Ｋの先端には室外側のガスケット５１を嵌合させるた
めの被嵌合突起が形成されている。他方、室内側内周面１Ａの室外側端縁には、室内側の
ガスケット５１を嵌合させガラス５０を押さえるための室内側押縁部材８を係止する係止
部が形成されている。この室内側押縁部材８は、室内側内周面１Ａの係止部に係止される
とともに、室外側内周面１Ｂの端縁の中空部１Ｊ側に係止されることで、着脱自在に固定
されている。また、室内側内周面１Ａと室外側内周面１Ｂとを連架し、構造的に一体化さ
せるための連架部６が室内側内周面１Ａと室外側内周面１Ｂとの間に跨設されている。そ
して、室外側内周面１Ｂ、室外側押縁片１Ｋ及び室内側押縁部材８によって囲まれた空間
にガラス溝１Ｐが形成されている。
【００１６】
　また、室外側内周面１Ｂには、サッシ枠の見付を形成する室外面１Ｃが立設され、該室
外面１Ｃから室内及び室外側内周面１Ａ、１Ｂと略平行的に折曲して室外側外周面１Ｄが
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設けられており、該室外側外周面１Ｄの室内側端縁から、鉄骨５４等の躯体に上枠１を取
付けるための取付け片１Ｈが立設されている。室外側外周面１Ｄと室内側外周面１Ｅとの
間には、上枠１の長手方向に延びる凹条の凹部１Ｇが形成されており、前述した取付け片
１Ｈは、この凹部１Ｇに隣接して設けられ、すなわち凹部１Ｇ内の室外側側面１１の側か
ら延在している構成となっている。凹部１Ｇは、図４で示すように、下枠２の取付け片２
Ｈの先端部を挿入させ、上枠１と下枠２とによって形成される隙間を狭くするものであり
、後述するように、この隙間にはゴム、パッキン材、その他軟質樹脂等の弾性体からなる
無目５３が嵌合される。
【００１７】
　さらに、室内側内周面１Ａの室内側端縁から室内面１Ｆが下方に立設されており、室外
面１Ｃと同様にサッシ枠の見付を形成する。なお、後述するが、中空部１Ｊ内には補強材
を兼用したビスホール１Ｑが設けられており、このビスホール１Ｑは上枠１と左右縦枠３
，４とのコーナー部の枠組みの際のビス５止めのために用いられる。
　次に、下枠２は、室内側内周面２Ａと、室外側内周面２Ｂと、室外面２Ｃと、室外側外
周面２Ｄと、室内側外周面２Ｅと、室内面２Ｆと、凹部２Ｇと、取付け片２Ｈと、中央片
９と、を備えている。
【００１８】
　具体的には、単窓サッシの内周面を形成するのが室内側内周面２Ａと室外側内周面２Ｂ
であり、このうち室外側内周面２Ｂの室内側端縁には、バックアップ材７１に載置された
ガラス５０を押さえるガスケット５１を嵌合させるための被嵌合突起が形成されており、
他方、室内側内周面２Ａの室外側端縁にも、同様に、室内側のガスケット５１を嵌合させ
るための被嵌合突起が形成されている。室外側内周面２Ｂには、サッシ枠の見付を形成す
る室外面２Ｃが下方に立設され、該室外面２Ｃから室内及び室外側内周面２Ａ、２Ｂと略
平行的に折曲して室外側外周面２Ｄが設けられており、この室外側外周面２Ｄと室内側外
周面２Ｅとの間には、下枠２の長手方向に延びる凹条の凹部２Ｇが形成されている。凹部
２Ｇの機能としては、前述した凹部１Ｇと略同じなので説明を省略する。また、室内側外
周面２Ｅの室外側端縁から、鉄骨５４等の躯体に上枠を取付けるための取付け片２Ｈが下
方に立設されており、この取付け片２Ｈは、前述した凹部２Ｇに隣接して設けられ、すな
わち凹部２Ｇ内の室内側側面２１の側から延在している構成となっている。
【００１９】
　室内側内周面２Ａの室外側端縁と室内側端縁との間には、中央片９が下方に立設されて
おり、凹部２Ｇ内の室外側側面と一体化するように跨設されるかたちとなっている。この
中央片９及び凹部２Ｇ内の室外側側面によって、ガラス溝１０と中空部２Ｊが区分けされ
ている。さらに、室内側内周面２Ａの室内側端縁から室内面２Ｆが下方に立設されており
、室外面２Ｃと同様にサッシ枠の見付を形成する。なお、後述するが、中空部２Ｊ及びガ
ラス溝２Ｐ内には補強材を兼用したビスホール２Ｑが設けられており、このビスホール２
Ｑは下枠２と左右縦枠３，４とのコーナー部の枠組みの際のビス５止めのために用いられ
る。
【００２０】
　次に、左右縦枠３，４は、本体部３Ｍ，４Ｍと、室内片３Ｎ，４Ｎと、室外押縁片３Ｋ
，４Ｋと、室内押縁片３Ｌ，４Ｌと、取付け片３Ｈ，４Ｈと、を備えている。
　具体的には、本体部３Ｍ，４Ｍは板状の部材であり、この本体部３Ｍ，４Ｍの室内側端
縁に、該本体部３Ｍ，４ＭとＴ字型に直交するように室内片３Ｎ，４Ｎが設けられており
、この室内片３Ｎ，４Ｎの躯体側の端縁部にブラケット５６をビス５２等により取付ける
ためビス孔５７が設けられている。このブラケット５６は、内装材５８との見切を形成す
る見切縦枠材６１を固定するためのものである。また、本体部３Ｍ，４Ｍの室外側端縁に
は、左右縦枠３，４の見付を形成するとともに、ガラス５０を押さえるための室外側押縁
片３Ｋ，４Ｋがサッシ幅方向に立設されており、該室外側押縁片３Ｋ，４Ｋの先端には室
外側のガスケット５１を嵌合させるための被嵌合突起が形成されている。また、本体部３
Ｍ，４Ｍの略中央から室内押縁片３Ｌ，４Ｌがサッシ幅方向に立設されており、上記と同
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様に、室内押縁片３Ｌ，４Ｌの先端には室内側のガスケット５１を嵌合させるための被嵌
合突起が形成されている。そして、本体部３Ｍ，４Ｍ、室外押縁片３Ｋ，４Ｋ及び室内押
縁片３Ｌ，４Ｌによって囲まれた空間に、ガラス溝３Ｐ、４Ｐが形成されている。さらに
、本体部３Ｍ，４Ｍの躯体側の面には、鉄骨５４等の躯体に左右縦枠３，４を取付けるた
めの取付け片３Ｈ，４Ｈが躯体方向に立設されている。
【００２１】
　次に、図１３に基づき、上下枠１，２及び左右縦枠３，４の枠組み方法について説明す
る。なお、ここでは、上枠１と左縦枠３とのコーナー部の枠組みについて説明する。
　枠組み前において、左縦枠３の両端部において本体部３Ｍを残して、室内片３Ｎと、室
外押縁片３Ｋと、室内押縁片３Ｌと、をそれぞれ切除する。この切除状態を図１３に示し
てある。切除は、上枠１の断面寸法の高さ（見付寸法）及び幅（見込み寸法）分を左縦枠
材３の両端から切欠き、かつ本体部３Ｍの肉厚分を残して行うのが望ましい。なお、本体
部３Ｍの肉厚分を残さない場合は、図示はしないが、これに代えて上枠１の小口（両端）
に嵌合可能な、上枠１の小口を覆う塞ぎ部材を取付けてもよい。
　次いで、この切除部に上枠１の室内側内周面１Ａ、室外側内周面１Ｂ、室外側押縁片１
Ｋ、室内側押縁部材８のそれぞれ小口を当接し、上枠１の中空部１Ｊ及びガラス溝１Ｐを
左縦枠３の本体部３Ｍで覆う状態で、かつ、上枠１の室外側押縁片１Ｋ及び室内側押縁部
材８のそれぞれ内周面側で、左縦枠３の内側部の未切除部すなわちガラス溝３Ｐを覆う状
態で、実施の形態では上枠１の中空部１Ｊに形成されたビスホール１Ｑ，１Ｑと左縦枠３
の本体部３Ｍとをビス５止めする（具体的にはタップネジによりタップを立てながらねじ
込む）。または、図示はしないが、左縦枠３の本体部３Ｍに予め、ビスホール１Ｑ，１Ｑ
と同位置になるようにビス孔を形成しておき、このビス孔を介してビス５止めをしてもよ
い。
【００２２】
　上枠１の小口（両端）は左縦枠３の本体部３Ｍで覆われるので、ここで基本的に気水密
性は確保されることにより、コーナーキャップ等は不要となり、部品点数を削減でき経済
的である。さらに、枠組みは、上枠１の小口と左縦枠３の本体部３Ｍ、上枠１の室外側押
縁片１Ｋ及び室内側押縁部材８のそれぞれ内周面側と左縦枠３の内側部の未切除部の端面
（小口）との２面に当接する状態でビス止めして枠組みしたので、枠組みの位置決めは容
易であり、かつ枠組み後の変形に関し、耐変形性が十分である。
　ここで、上枠１の両端、換言すれば実施の形態では上枠１の室内側内周面１Ａ、室外側
内周面１Ｂ、室外側押縁片１Ｋ、室内側押縁部材８のそれぞれ小口と左縦枠３の本体部３
Ｍとの間に、ゴムや不連続プラスチック発泡体などの弾性をもって圧縮可能な封止材６４
を介在させるのが望ましい。封止材６４を介在させることにより、さらに気水密性を高め
ることができる。
　なお、上記枠組みは、上枠１と右縦枠４との間、下枠２と左右縦枠３，４との間に形成
されるコーナー部でも行われる。
【００２３】
　そして、図５及び６に示すように、これら上下枠１，２及び左右縦枠３，４を枠組みし
て形成された単窓サッシは、取付け片１Ｈ，２Ｈ，３Ｈ，４Ｈと、ネジ５９等の固着手段
により、鉄骨５４等の躯体に取付けられる。外装の仕上げは、タイルやパネル等の外装材
６０により、鉄骨７等の躯体と取付け片１Ｈ，２Ｈ，３Ｈ，４Ｈの一部を覆い、取付け片
１Ｈ，２Ｈ，３Ｈ，４Ｈの覆われていない四周の隙間部分に、ゴム、パッキン材、その他
軟質樹脂等の弾性体からなる乾式目地６６を嵌合させることで形成される。また、内装に
ついては、室内面１Ｃ，２Ｃ及び室内片３Ｎ，４Ｎにビス５２により固定されたブラケッ
ト５６を介して、見切縦枠材６１、見切上枠材６２及び見切下枠材６３が取付けられてお
り、これらの見切枠材によって内装材５８は見切られている。
【００２４】
　＜単窓サッシを連結した段窓サッシ＞
　本発明に係る単窓サッシを連結した段窓サッシについて、図４、図７及び８に示された
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一実施例に基づき説明する。なお、図７は段窓サッシの室外側正面図、図８はその段窓サ
ッシに無目５３を取付けた状態を示す室外側正面図である。
【００２５】
　単窓サッシを連結して段窓サッシを形成する際には、まず、上窓サッシの左右縦枠３，
４の取付け片３Ｈ，４Ｈの下端部と下窓サッシの左右縦枠３，４の取付け片３Ｈ，４Ｈの
上端部を切欠いておく。この切欠の長さの合計は、上枠１の取付け片１Ｈと下枠２の取付
け片２Ｈの先端部とが、それぞれ上枠１の凹部１Ｇ及び下枠２の凹部２Ｇに、挿入される
呑み込みしろ分の長さでよい。そして、下窓サッシ上枠１の凹部１Ｇに、上窓サッシ下枠
２の取付け片２Ｈの先端部を挿入するとともに、上窓サッシ下枠２の凹部２Ｇに、下窓サ
ッシ上枠１の取付け片１Ｈの先端部を挿入し、下窓サッシ上枠１の取付け片１Ｈと上窓サ
ッシ下枠２の取付け片２Ｈとが相互に当接した状態で、ビス６５止めし、その後、下窓サ
ッシ上枠１の室外側外周面１Ｄと上窓サッシ下枠２の室外側外周面２Ｄとによって形成さ
れる隙間にゴム、パッキン材、その他軟質樹脂等の弾性体からなる無目５３を嵌合するこ
とで段窓サッシは形成される。この無目５３の長さは、下窓サッシの上枠１及び上窓サッ
シの下枠２の長手方向長さと同じでよい。そして、図８に示すように、取付け片１Ｈ，２
Ｈ，３Ｈ，４Ｈの外装材で覆われていない四周の隙間部分に、乾式目地６６を嵌合させれ
ばよい。なお、無目５５と乾式目地６６を同材料としてもよく、同材料とすれば、部品点
数が少なくなり、コストを下げることができる。
【００２６】
　当然のことながら、連結される単窓サッシは上窓サッシと下窓サッシに限られるもので
はなく、複数の上記単窓サッシを、例えば３段、４段、…と連結できる。また、上下方向
だけではなく、上記単窓サッシにおいて上下枠１，２を左右縦枠とし、左右縦枠３，４を
上下枠とすることにより、左右の横方向にも連結することができ、連窓サッシを形成する
こともできる。あるいは、図示はしないが、左右縦枠３，４の本体部３Ｍ，４Ｍの躯体に
対向する面に上下枠１，２と同様な凹条の凹部を設けておけば、左右の横方向にも連結す
ることができ、連窓サッシを形成することもできる。
【００２７】
　なお、下窓サッシ上枠１の室内側外周面１Ｅと上窓サッシ下枠２の室内側外周面２Ｅと
によって形成される隙間に、図示はしないが、無目５３を嵌合させてもよいし、シーリン
グ材等でシールしてもよい。
　ここで、上枠１の取付け片１Ｈと下枠２の取付け片２Ｈとは、それぞれ凹部１Ｇ，２Ｇ
内の室外側側面１１、室内側側面２１の側から延在している構成となっており、上枠１の
取付け片１Ｈと下枠２の取付け片２Ｈとが相互に当接した状態で、上窓サッシと下窓サッ
シとを同一面上に配設される構成になっている。
【００２８】
　また、上窓サッシの下枠２の取付け片２Ｈの先端が下窓サッシの上枠１の凹部１Ｇ内の
底面１２に当接する構成となっており、上窓サッシの荷重を下窓サッシに伝えることがで
き、下窓サッシを先に躯体に取付けた後に上窓サッシを取付ける場合で、上枠１の取付け
片１Ｈと下枠２の取付け片２Ｈとをビス６５止め等する際の、作業者が上窓サッシを支え
る負担を軽減させることができる。
　なお、上枠１の取付け片１Ｈを凹部１Ｇ内の室内側側面の側、及び下枠２の取付け片２
Ｈを凹部２Ｇ内の室外側側面の側から延在させる構成としてもよい。
【００２９】
　＜他の実施の態様＞
　本発明に係る単窓サッシの他の実施の態様について、図９乃至１２に基づき説明する。
なお、図９は外倒し障子を装着した単窓サッシの縦断面図、図１０は外倒し障子を装着し
た単窓サッシの横断面図、図１１は外倒し障子を装着した単窓サッシの枠組みを躯体に取
り付けた状態を示す、室外側正面図、図１２は外倒し障子を装着した単窓サッシで構成し
た上窓サッシの下枠と嵌め殺しサッシ用の単窓サッシで構成した下窓サッシの上枠とを連
結した状態を示す部分縦断面図である。
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　図１乃至３に示した単窓サッシとは、左右縦枠３，４は同じであるが、上下枠１，２と
上下枠１０１，１０２が置換されている。すなわち、上下枠１０１，１０２と左右縦枠３
，４によって囲まれた単窓サッシの内周面に外倒し障子６８が装着されている。
【００３０】
　各枠体について具体的に説明すると、まず、上枠１０１は、中空部１０１Ｊを囲むよう
に内周面１０１Ａと、室外片１０１Ｃと、外周面１０１Ｄと、室内片１０１Ｆと、を備え
ており、外周面１０１Ｄの躯体に対向する面の略中央から取付け片１０１Ｈが立設されて
いる。さらに詳しくは、上枠１０１の内周を形成し、後述する室外片１０１Ｃと室内片１
０１Ｆとを繋ぐ内周面１０１Ａの室外側端縁には、サッシ上枠の見付を形成する室外片１
０１Ｃが略Ｔ字型に直交するように設けられ、この室外片１０１Ｃの下方の先端には補強
材が付設されており、この補強材には、水切り６９が嵌合されている。また、室外片１０
１Ｃの上方の端縁には、外周面１０１Ｄが内周面１０１Ａと平行になるように折曲して設
けられており、この外周面１０１Ｄの躯体に対向する面の略中央から取付け片１０１Ｈが
立設されている。また、外周面１０１Ｄの室内側端縁からサッシ上枠の室内側の見付を形
成する室内片１０１Ｆが下方に延在しており、この室内片１０１Ｆの下方側の先端部には
、タイト材６７を嵌合するためのリップ溝１０１Ｒが設けられているとともに、室内片１
０１Ｆの室内面側には、外倒し障子６８の上框６８ａに設けられた開閉のためのレバー６
８ｆと協働する、外倒し障子６８の位置制御ためのアーム６８ｅが取付けられている。
【００３１】
　ここで、後述するように、外周面１０１Ｄの躯体に対向する面に前述した上枠１と同様
な凹条の凹部を設けておけば、外倒し障子６８を装着した単窓サッシを段窓サッシの下窓
として利用することができる。
　次に、下枠１０２は、中空部１０２Ｊを囲むように水切り面１０２Ｓと、室外面１０２
Ｃと、室外側外周面１０２Ｄと、凹部１０２Ｇと、室内側外周面１０２Ｅと、室内片１０
２Ｆと、支持片１０２Ｔと、起立片１０２Ｕと、を備えており、室内側外周面１０２Ｅに
は取付け片１０２Ｈが下方に延在している。さらに詳しくは、下枠１０２の水切りとして
機能し室外側に下方傾斜する水切り面１０２Ｓの室外側端縁には、サッシ下枠の見付を形
成する室外面１０２Ｃが下方に折曲して延在し、この室外面１０２Ｃの下方の端縁には下
枠１０２の外周を形成する室外側外周面１０２Ｄが折曲して設けられている。この室外側
外周面１０２Ｄと同じく外周を形成する室内側外周面１０２Ｅとの間には、前述した下枠
２と同様な凹条の凹部１０２Ｇが形成されている。また、室内側外周面１０２Ｅの室外側
端縁から、取付け片１０２Ｈが下方に立設されており、この取付け片１０２Ｈは前述した
凹部１０２Ｇ内の室内側側面１２１の側から延在している構成となっている。また、室内
側外周面１０２Ｅの室内側端縁からサッシ下枠の室内側の見付を形成する室内片１０２Ｆ
が上方に延在しており、この室内片１０２Ｆの上方側の先端部には、タイト材６７を嵌合
するためのリップ溝１０２Ｒが設けられている。室内片１０２Ｆの下方端と上方端との中
間位置から、外倒し障子６８の下框６８ｂに取付けられたヒンジ６８ｇと当接し外倒し障
子６８の荷重を支える支持片１０２Ｔが連設されており、この支持片１０２Ｔの略中央に
は、支持片１０２Ｔにかかる外倒し障子６８の荷重を水切り面１０２の室内側端に伝える
ための起立片１０２が下方に立設されている。
【００３２】
　次に、左右縦枠３，４の構成については、前述した単窓サッシと同様であるが、室内片
３Ｎ，４Ｎ、室内押縁片３Ｌ，４Ｌ及び本体部３Ｍ，４Ｍの室内側によって囲まれた空間
内に、第１の支持ブラケット６８ｈを介して外倒れ障子６８の左右縦框６８ｃ，６８ｄを
支持する第２の支持ブラケット６８ｊを保持する取付け具７０が嵌合されている。この取
付け具７０の左右縦框６８ｃ，６８ｄの端縁部を投影する部分に、タイト材６７を嵌合す
るためのリップ溝７０ａが設けられている。
　ここで、前述した嵌め殺しサッシ用の単窓サッシでは、本体部３Ｍ，４Ｍ、室外押縁片
３Ｋ，４Ｋ及び室内押縁片３Ｌ，４Ｌによって囲まれた空間に、ガラス溝３Ｐ、４Ｐが形
成されていたが、外倒し障子６８を装着した単窓サッシではこの空間を積極的に利用する
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ことはないので、図示はしないが、室外押縁片３Ｋ，４Ｋ及び室内押縁片３Ｌ，４Ｌの内
周面側からこの空間を覆う、係止片等を備えた板状の塞ぎ板などを取付けてもよい。
　なお、上記他の実施の態様の単窓サッシの枠組み方法及び単窓サッシとして建物開口部
への取付けについては、前述した嵌め殺しサッシ用の単窓サッシの場合と略同様なので説
明を省略する。
【００３３】
　上記他の実施の態様の単窓サッシを用いて連結した段窓サッシについて、以下に説明す
る。
　図１２に示すように、外倒し障子を装着した単窓サッシで構成した上窓サッシの下枠と
嵌め殺しサッシ用の単窓サッシで構成した下窓サッシの上枠とを連結する場合には、まず
、上窓サッシの左右縦枠３，４の取付け片３Ｈ，４Ｈの下端部と下窓サッシの左右縦枠３
，４の取付け片３Ｈ，４Ｈの上端部を切欠いておく。この切欠の長さの合計は、下窓サッ
シ上枠１の取付け片１Ｈと上窓サッシ下枠１０２の取付け片１０２Ｈの先端部とが、それ
ぞれ下窓サッシ上枠１の凹部１Ｇ及び上窓サッシ下枠１０２の凹部１０２Ｇに、挿入され
る呑み込みしろ分の長さでよい。そして、下窓サッシ上枠１の凹部１Ｇに、上窓サッシ下
枠１０２の取付け片１０２Ｈの先端部を挿入するとともに、上窓サッシ下枠１０２の凹部
１０２Ｇに、下窓サッシ上枠１の取付け片１Ｈの先端部を挿入し、下窓サッシ上枠１の取
付け片１Ｈと上窓サッシ下枠１０２の取付け片１０２Ｈとが相互に当接した状態で、ビス
６５止めし、その後、上枠１の室外側外周面１Ｄと下枠１０２の室外側外周面１０２Ｄと
によって形成される隙間にゴム、パッキン材、その他軟質樹脂等の弾性体からなる無目５
３を嵌合することで段窓サッシは形成される。この無目５３の長さは、下窓サッシの上枠
１及び上窓サッシの下枠１０２の長手方向長さと同じでよい。その他については、前述し
た段窓サッシと同様なので省略する。
【００３４】
　なお、図示はしないが、外周面１０１Ｄの躯体に対向する面に前述した上枠１と同様な
凹条の凹部を設けておけば、外倒し障子６８を装着した単窓サッシを段窓サッシの下窓サ
ッシとして利用することができ、上窓及び下窓サッシ共に、外倒し障子６８を装着した単
窓サッシとすることができるし、上窓サッシを嵌め殺しサッシ用の単窓サッシとし、下窓
サッシを外倒し障子６８を装着した単窓サッシとすることもできる。
　また、単窓サッシの上下枠や左右縦枠の内周面の形状を変更することにより、上記外倒
しサッシ６８のみならず、内倒し障子、引き違い障子、すべり出し障子、突き出し障子、
内開き障子、外開き障子等が装着可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】本発明に係る単窓サッシの縦断面図である。
【図２】単窓サッシの横断面図である。
【図３】単窓サッシの枠組みを躯体に取付けた状態を示す、室外側正面図である。
【図４】上窓サッシの下枠と下窓サッシの上枠とを連結した状態を示す部分縦断面図であ
る。
【図５】単窓サッシを躯体に取付け、外装材を取付けた状態を示す、縦断面図である。
【図６】単窓サッシを躯体に取付け、外装材を取付けた状態を示す、左縦枠部分横断面図
である。
【図７】本発明に係る段窓サッシの室外側正面図である。
【図８】その段窓サッシに無目を取付けた状態を示す室外側正面図である。
【図９】外倒し障子を装着した単窓サッシの縦断面図である。
【図１０】外倒し障子を装着した単窓サッシの横断面図である。
【図１１】外倒し障子を装着した単窓サッシの枠組みを躯体に取付けた状態を示す、室外
側正面図である。
【図１２】外倒し障子を装着した単窓サッシで構成した上窓サッシの下枠と嵌め殺しサッ
シ用の単窓サッシで構成した下窓サッシの上枠とを連結した状態を示す部分縦断面図であ
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る。
【図１３】上枠と左縦枠のコーナー部の枠組みを説明するための室外側部分正面図である
。
【符号の説明】
【００３６】
　１…上枠、２…下枠、３…左縦枠、４…右縦枠、１Ａ，２Ａ…室内側内周面、１Ｂ，２
Ｂ…室外側内周面、１Ｃ，２Ｃ…室外面、１Ｄ，２Ｄ…室外側外周面、１Ｅ，２Ｅ…室内
側外周面、１Ｆ，２Ｆ…室内面、１Ｇ，２Ｇ…凹部、１Ｈ，２Ｈ，３Ｈ，４Ｈ…取付け片
、１Ｊ，２Ｊ…中空部、１Ｋ，３Ｋ，４Ｋ…室外側押縁片、３Ｌ，４Ｌ…室内側押縁片、
３Ｍ，４Ｍ…本体部、３Ｎ，４Ｎ…室内片、１Ｐ，２Ｐ，３Ｐ，４Ｐ…ガラス溝、１Ｑ，
２Ｑ…ビスホール、５…ビス、６…連架部、８…室内側押縁部材、９…中央片、１０…ガ
ラス溝、１１…室外側側面、２１…室内側側面、５０…ガラス、５１…ガスケット、５２
…ビス、５３…無目、５４…鉄骨、５６…ブラケット、５７…ビス孔、５８…内装材、５
９…ビス、６０…外装材、６１…見切縦枠材、６２…見切上枠材、６３…見切下枠材、６
４…封止材、６５…ビス、６６…乾式目地、６７…タイト材、６８…外倒し障子、６８ａ
…上框、６８ｂ…下框、６８ｃ…左縦框、６８ｄ…右縦框、６８ｅ…アーム、６８ｆ…レ
バー、６８ｇ…ヒンジ、６８ｈ…第１の支持ブラケット、６８ｊ…第２の支持ブラケット
、６９…水切り、７０…取付け具、７０ａ…リップ溝、７１…バックアップ材、１０１…
上枠、１０１Ａ…内周面、１０１Ｃ…室外片、１０１Ｄ…外周面、１０１Ｆ…室内片、１
０１Ｈ…取付け片、１０１Ｊ…中空部、１０１Ｒ…リップ溝、１０２…下枠、１０２Ｃ…
室外面、１０２Ｄ…室外側外周面、１０２Ｅ…室内側外周面、１０２Ｆ…室内片、１０２
Ｇ…凹部、１０２Ｈ…取付け片、１０２Ｒ…リップ溝、１０２Ｓ…水切り面、１０２Ｔ…
支持片、１０２Ｕ…起立片、１２１…室内側側面。

【図１】 【図２】
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